
平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林環境教育推進総合対策（継続）

流 域 名 利根上流

実施箇所及び ①横浜市軽井沢中学校体験林業：（国有林内：H23/6/6：76名）
実施日 ②東京都城西中学校体験林業：（国有林内：H23/7/23：95名）

③麗澤中学校森林教室：（国有林内：H23/7/21：146名）
④とうきゅう親子自然観察会：（国有林内：H23/10/30：約120
名）
外４回の森林環境教育等を実施

取組の背景及 都市近郊の身近な自然を利用した環境教育活動は引き続き盛
び必要性 んで、そのフィールド、技術者を国有林に期待するニーズも高

い。

こうした活動に適切に対応することにより、森林・林業、自
然環境等について理解を深める効果が期待でき、森林・自然・
環境に貢献する林業の役割や国有林の仕事等を理解する者のさ
らなる拡大が期待できる。

小学生高学年、中学生、一般者を対象とする森林環境教育、
体験林業等を実施し、環境保全・自然保護の大切さを理解して
もらうとともに、森林・林業の役割や環境の大切さ、森林内に

取 組 の 内 容 おけるマナー等について理解の向上を図った。

国有林担当 利根沼田森林管理署：講師派遣、技術指導、国有林のフィール
部局・役割 ド提供等

連携協働相 県、市町村、教育機関、NPO等：森林環境教育への参加、講師
手先・役割 としての参加、広報活動等



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林環境教育推進総合対策

【中学生による体験林業（保育間伐）：（東京都練馬区）】
H23/7/23

【小学生を対象とした森林教室（埼玉県川越市）】
H23/7/27

【とうきゅう親子自然観察会（群馬近隣県）】
H23/10/30



平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林の公益的機能ＰＲ推進事業(継続)

流 域 名 利根上流

実施箇所及び ①夏休み森の工作（利根沼田署：H23/8/19）
実施日 ②環境と森と木のまつり（21世紀の森（民地）：H23/8/23）

③谷川岳ウィーク（谷川岳周辺（国有林）：H23/7/1～7/7）
外２回のイベントに参加。

取組の背景及 森林の大切さを認識させるためには、実際に自然や木とふれ
び必要性 あうことが最も効果的である。このため、各種イベントに参加

協力し、森林の役割等をＰＲすることが国有林への国民の理解
や支援の増大に有効。

各種イベントに参加協力し森林の役割等のＰＲを通して、森
林・林業の大切さを理解させる取組であり、各種イベントに参
加協力しパネル展示、木工工作、ネイチャークラフト等を実施

取 組 の 内 容 した。

国有林担当 利根沼田森林管理署：森林の公益的機能のＰＲ、ネイチャーク
部局・役割 ラフト等の指導等

連携協働相 群馬県、環境森林事務所、沼田市、みなかみ町、片品村、川場
手先・役割 村、昭和村、利根沼田森林組合、JR東日本、ＮＰＯ等：出展協

力及び出展場所の提供等



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林の公益的機能ＰＲ推進事業

【夏休み森の工作 H23/8/19】

【環境と森と木のまつり H23/8/28】

谷川岳ウィーク、谷川岳エコツーリズム

【谷川岳ウィーク H23/7/1】 【谷川岳周辺マップ H23/12/1】



平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 林業技術向上のための検討会等の開催(新規)

流 域 名 利根上流

実施箇所及び ナラ枯れ研修会等の実施（国有林内：H23/9/9）
実施日 その他検討会を実施

取組の背景及 平成22年度に群馬県内で初めて発生したナラ枯れについて、
び必要性 被害状況の把握に努め、防除対策を行うとともに、民有林関係

者との連携のもと知識・技術の普及に向けた継続的な取組が国
有林を含む被害軽減につながる。

・H23/3：「ナラ枯れ被害対策マニュアル」を制定。
・H23/6：被害木、21本のくん蒸処理を実施
・H23/6：フェロモン剤を使用した面的防除試験実施。・平成

取 組 の 内 容 ・H23/9：県、市町村、森林組合等の参加のもと現地研修会を
実施（合計72名）

・H23/9：有識者（斉藤先生：ナラ枯れの第一人者）を招き県、
市町村の参加のもと検討会を実施（合計18名）

・H23/12：新規被害木、12本のくん蒸処理を実施
群馬県林業試験場の行う林分状況試験、発生予察検証、立木く
ん蒸処理の試験等の実施に当たり、積極的にフィールドを提供

国有林担当 利根沼田森林管理署：試験研究のためのフィールドの提供、被
部局・役割 害木の提供等

連携協働相 群馬県、環境森林事務所、沼田市、みなかみ町、片品村、川場
手先・役割 村、昭和村、利根沼田森林組合：被害対策の協力、検討。被害

拡大防止に向けた検討、協力等。



【 参 考 資 料 】

取 組 名 林業技術向上のための検討会等の開催

【ナラ枯れ現地検討会 H23/9/9】

【ナラ被害木処理（燻蒸処理）】

【ナラ枯れ対策機材】

（昆虫誘因トラップ） （ナラ枯れ予防用樹幹注入剤）



平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 武尊山周辺における森林の再生、湿地の保全への取組(新規)

流 域 名 利根上流

実施箇所及び ①武尊山周辺の巡視活動（6～12月）
実施日 ②玉原地区におけるブナ林の再生と各種モニタリング（湿原地

区の調査、ブナ再生調査、盗採調査）の実施（6～11月）
③外来植物の駆除活動（H23/9/20)
④奥利根水源の森道標整備（H23/7）
⑤武尊山登山道整備（H23/9）

取組の背景及 武尊山は、日本百名山の一つとして全国から登山者が訪れる
び必要性 エリアであり、その他にもスキー、自然散策など多くの訪問者

を迎える当署を代表する豊かな自然環境に恵まれた地域であ
る。この地域の自然環境の維持及び生物多様性の保全、保持に
つとめる。

武尊山周辺の自然環境の維持及び生物多様性の保全、保持の
ため、県、地元市町村、NPO団体等と協力して

取 組 の 内 容 ①ブナの再生活動
②動植物等の各種モニタリング
③入林者のマナー向上と安全確保
④人為的被害に対する対応
⑤外来植物の駆除等に取り組む。

国有林担当 利根沼田森林管理署：試験研究のためのフィールドの提供、巡
部局・役割 視活動、道標及び遊歩道の整備等

連携協働相 群馬県、沼田市、みなかみ町、川場村、利根沼田森林組合、NP
手先・役割 O団体等：森林再生活動、各種モニタリング調査、巡視活動、

歩道整備等



【 参 考 資 料 】

取 組 名 武尊山周辺における森林の再生、湿地の保全への取組

【外来種駆除作業（玉原高原） H23/9/20】

（オオハンゴンソウ）

【ボランティアによるブナ移植作業 H23/6/19】

・昨年移植したブナの苗木の保育 ・新たなブナの移植作業
作業。

【歩道整備事業】


